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The authors present the experimental results of the effects on cavitation occurrence by 
changing the shapes of bisector-hydrofoils. The experiments are carried out in the cavitation 
tunnel with the 70 x 190 mm test section in the Fluid Mechanics Laboratory of Muroran Institute 
of Techn口logy.
The main results of the experiments are as follows : 
a) The survey of cavitation occurrence about the五vedi妊erentbisector七yrofoilsis described 
with the illustrations according to the factors， e.g. cavitation growth， the velocities of water fiows， 
the pressure in the water tunnel， the cavitation factors， the thickness ratioes， the attack angles and 
pressure clistributions on the hyclrofoils. 
b) For the incipient cavitation factors， the cavitations of the top sicle at the leacling eclge 
have the maximum values and the bottom sicle， the minimum values when thickness ratioes are 
























を通して透視観測する。 なお供試欠円翼は5種類， 迎え角は _20から十80 までとした。 図
中①は回流ポンプ(渦巻形斜流ポンプ，口信 300mmO)，②はベンチュリ計(のど部口径 190
mmO)， ③は流量調整弁， ④は圧力調整タンク (-5-十25mAq)，⑤は観測部で前面の観測
窓、は直径 132mmO，厚さ 33mmのアグリル樹脂を用いている。 流路断面は幅 70mm，高さ
190mmであって横方向の速度分布は凶 2の通りである。 流速 10m/sec程度で壁から 5mm










一む b 。 b b b 
























翼番号 弦長 厚さ 半径 厚弦上七
f t p 戸。
No t/l 
mm ロ1m mm 
101 75 5 147 0.067 14.8 
102 75 7 107 0.093 20.6 
103 75 11 71 0.147 31.8 
104 75 15 56 0.200 42.3 
105 75 19 48 0.253 52.1 
201 100 15 91 0.150 33.5 
111. 実験結果および考察

























































t/ 1ニ 0.067，v = 9 m/s，日=_10 
0.093， 10 m/s， 
0.147， 8 m/s， 
0.200， 7 m/s， 






























欠円翼の中，厚弦比 t/l=0.067および 0.093，迎え角は前者が十20_ +50，後者は十30_ 十40
の範聞に限られ，その他の条件では・方が生ずるのみである。さらに同時に発生している状態
から kを下げると両者は併合することなく I種は消滅し，II種の増大が見られる。 この様子




























図 7は供試翼 101に発生したキャピテーションについて成長度 2/lと流速むとの関係を
示している。 成長度は同じ hについて考えると流速の低いほど大きく， また hが小さくなる
に伴ない流速による影響が大である。 図-8に成長度と迎え角 αとの関係を示す。 1は変曲点




























物体形状のキャピテーショ γ発生に及ぼす影響について 903 
l.{) 
図 10
発生するものとすれば， α二 20の場合はA点で発生し，+30の場合には B点で発生して B'
まですでに成長していることになる。また +80についても同様のことが言える。 (b)は流速と
の関係であって，む=5m/secの場合に翼面上 Aの点で発生するものと考えると，v=7 m/sec 
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1. z(x. y)一平面における速度成分 U，V 
循環を伴った円柱のまわりの平行流れの複素流れポテンシャル ω(z)は次式で、表わされる。
(， '""， a~ ，01， ~.TT • '^，._" / Z-U ¥ ω(z) = U l(z-u) e却十 ~éßf 十2iUajsin (s+r)・ln(一一一一) .. (1) 







ω=iD+iψ， z=x十句，u=xo十iyo，x-xo=eおよび γ-yo=fとおくと (1)式は次のよう
になる。
ω= U l(e十if)(cos s-i sin 戸)+1L(cos月十isin s)f ¥'-I "J I ¥'-''-'¥J t' .， ， . H"_"_ t'1 J e十ぴ j 





よって z一平面における x，y方向の速度成分 u，vは次式から求めることができる。
dx=de， dy=dfであるから，
u avaψ 





1 oψ 2far 
一一ニ一一・一=一一一-17(E-sinF-f-cosF) U U Of (e2+ f2) 
-(品:2-1) cos s + a1叫刊)L，
1 oψ 口ーヲ
一一一=一一・一一=一一-ZL7(E-sinP-f-cos F) U - U oe (e2+ j2) 
十(合-1)sin s 









円柱の表面は 1つの流線であるから， 円柱の表面ではベクトルれは円柱に接する。 写像関数




求められる。すなわち図付-1において z一平面を基準円柱の平面， c一平面を Karman-Tre紅白
の翼型の平面とするとき，













相 2 1 ~2 
C=z+f子土・つ
を用いる。 (=c十♂，Z=X十iyとおくと，ご，方はそれぞれ，
戸一 I (n2-1)ao x 
c一品↑一一一一一一一一一一・一一一一←ー
- ~ I 3 X2+y2 ， 
計一引ー 並三旦ao. __ y __ 
， -y 3 -X2+y2 ， 
となる。 (4)式より
d( ， n2-1 al¥ -一一-dz ム 3 Z2 
=1-21GIとと+2i 笠ヨ)aõ.~し
U (斗 +y2)2 ，_v 3 (X2+が)2， 
となる。したがってその絶対値は次のようになる。
|乏I /-，-2一一2 X2_y2 I (n2-1)2一一「1=ゾ1一一 (n2-1) 十一一向 Vl-:r¥Wl!aO-_r2十y2' 9 C.U (X2+νヤ




(e2+ fち ¥e+f2 ~) 








ヲ (ar ， ¥ 一三笠~2\2 (esins-fcoss)一[~2 ~l -C2 - 1 ) sins -a]・7 て百・sin(s+η 伊+f) \~ u H> t' J vVu t'J ¥ e+ f ~) 













計算機室 FACOM231を用いた。迎え角戸は -2。から 20刻みで十80 までの 6段階とした。
結果を図付-2より図付-6に示す。 なお実測値との比較の一例を図付一7に示す。 曲線 aは
t/lニ 0.147の理論値， b， cは t/l=0.150の実測値である。
表付-1
翼番号 厚弦比 日 n T 。1 官。tfl 
101 0.067 14047' 1.918 3051' 19.597 1.316 
102 0.093 20035' 1.886 5027' 19.978 1.901 
103 0.147 31049' 1.823 8043' 20.808 3.153 
105 0.200 42023' 1.765 12006' 21.735 4.556 
105 0.253 52008' 1.711 15012' 22.711 5.954 





























C， 今( 3.92 XI05) 
図付-7
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